
６　鎌倉仏教の流入
鎌倉仏教の羽合町
　鎌倉仏教は、法然によって浄土宗が開宗した承安５年（１１７５）から一遍による時宗開宗の文永１１年

への流入
（１２７４）まで平安末期から鎌倉中期の１００年間に誕生したことは最初に記述した。

　羽合町に鎌倉仏教が流入したのは浄土真宗が１５００年の頃、浄土宗が約１６００年の頃、日蓮宗が１６５０年の頃である。浄土真宗は、開宗以後、約２８０年後、浄土宗は約４２５年後、日蓮宗は約４００年後、羽合町に流入し流布されたことになる。


　この期間は決して早くはない。なぜ、このような長い年月がかかったのか。


　その理由は、羽合町の寺々が、権力を持つ有力者の援助により建立されたものではなく、民衆と共に新しき宗派を流布拡大したいと考えて民衆の力に寄って寺と宗派が確立していったという事情があったためである。


　また、宗教、宗派の興亡は、世の変化と共に行なわれるのであって、平安貴族の世から武士の世にうつり変わるとき鎌倉仏教が誕生し、更にその拡大にあたっては、武士社会に大きな変動のあった中世から近世への移行期に、新しい宗派の爆発的ともいえる発展が見られることになったのである。


　更には羽合町の浄土真宗、浄土宗、日蓮宗の３宗派の寺院はまさしく、民衆のために仏法を説き羽合町にすむ当時の民衆のささえによって維持され発展してきたと言うことが出来ると思われる。


　田後集落には曹洞宗の家がかなりある。田後城が築かれたころ寺が建立されたと伝えられておりその寺は曹洞宗であった可能性は高い。だが宗派を特定する資料に乏しく今回の町史で取りあげることができなかった。

